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放射線科の紹介

当院のCT検査ではDual Energy Imagingとよばれる2種類の管電圧を用いる撮影方法を行うことで、腎臓
や尿管にできた結石の成分を調べることができます。カルシウム結石や尿酸結石など、成分ごとの予防薬の
検討補助や、治療に役立つことが期待されます。

骨のDual Energy Imaging撮影を行うことで、骨髄浮腫を明瞭化することが可能に
なりました。そのため、微細な骨折・骨傷や、血腫範囲などが明瞭にわかるようにな
りました。新規圧迫骨折の診断にも有用との報告もあります。
CT検査によるBBIは、MRIができない患者さんの診断補助になります。

診療放射線技師　手賀 和輝

腎臓・尿管結石成分の分析

骨折・血腫の明瞭化 （BBI：Bone Bruise Image）

腎臓3D画像

恥骨CT画像 恥骨BBI画像 大腿骨VR画像
骨折後、髄内血腫
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当院では大型機器共同利用を行っています。

今回、放射線科での最新の画像検査について紹介します。。

尿酸成分に近い結石

結石

骨折部分 血腫
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従来、CT検査にて診断を妨げていた金属
による大きなノイズ(雑音)は、金属アーチ
ファクト低減ソフトにより大きく低減する
ことが可能になりました。インプラントな
ど金属が埋め込まれた患者さんでも良質
なCT検査を施行できます。

MRI撮影で、拡散強調画像は脳梗塞の診断する場合に有用です。近年は、
拡散強調画像を用いて全身のがん組織の検出に利用されています。
DWIBS撮影は、がん組織だけでなく、がんの転移や、膿瘍・炎症など様 な々
病変を抽出することができます。

金属アーチファクトの低減

DWIBS（背景抑制広範囲拡散強調画像）

ソフトなし ソフトあり

腸管のDWIBS画像とCTとの重ね合わせ画像 全身DWIBS

MRI

CT

腫瘍

詳細リンク先

お問い合わせ先

https://akita.hosp.go.jp/institution/coordinate/

病院代表　0184-73-2002　検査予約は放射線科受付まで

大型機器共同利用は、CT、MRI以外に骨密度検査とSPECT検査も行っております。
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